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このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係　☎４８２-２９１３（課直通）

　幼保連携型認定こ
ども園ましゅうの開
園式が４月８日、同
園で行われ、園児と
関係者110人が参加
しました。

　同園は、学校法人弟子屈学園（鈴木光榮理事長）摩周丘幼
稚園と町立おひさま保育園を統合し、公設民営で同学園が
運営を行います。施設は旧おひさま保育園を改修して使用
され、定員は135人。式で鈴木園長は「町と町民の期待に応え
られるよう運営していきたい」とあいさつを述べました。
　德永町長は「設置まで約３年かけ協議してきた。子どもた
ちが大きく成長できるよう期待したい」と述べました。

幼児たちの教育と保育の新たな場所に

幼保連携型認定こども園ましゅう開園式

４月８日

元
気
な
あ
い
さ
つ
お
祝
い

　長年にわたり森林整備に取
り組まれている西尾一義さん
が北海道指導林家に認定さ
れ、３月26日、町役場で認定証
の交付式が行われました。
　北海道指導林家とは、北海

道が模範的な山づくりを行っている森林所有者を認定する
もので、全道で357人の指導林家が活動しています。町では
２人目の認定者となった西尾さんは、適正な森林造成や河
畔林の造成など自然災害に強い森林づくりを実践してきま
した。交付式では北海道釧路総合振興局西田森林室長より
認定証が交付され「今後は後継者の育成に力を入れ、町民の
ために頑張りたい」と今後の抱負を述べられました。

持続可能な森林経営の推進へ

西尾一義さんが「北海道指導林家」に認定
認
定
証
を
受
取
る
西
尾
さ
ん（
右
）

３月26日

　弟子屈防火管理
協議会（筒井庄一
会長）では、３月18
日に弟子屈・美留
和・和琴・奥春別小
学校の１年生から
３年生を対象に

110枚の防災頭巾が贈られました。
　昨年起きた北海道胆振東部地震を受け、防災用品配布事
業として、災害時の子どもたちの身体保護のために寄贈さ
れました。筒井会長は「防災頭巾は災害時の備えとして必要
なものであり、今回の配布事業を通して、防災教育のきっか
け作りとして役立てて欲しい」と話していました。

弟子屈防火管理協議会の防災用品配布事業

町内小学校４校に防災頭巾を寄贈
筒
井
会
長（
右
）と
中
原
校
長（
弟
小
）（
左
）

３月18日

　弟子屈町農業後継者
結婚祝金の贈呈式が３
月25日、町応接室で行
われました。
　お祝いを受け取った
のは、窪内英和さん、美

紗貴ご夫婦(屈斜路)です。贈呈式には、德永町長、町農業委員
会塩沢稔宏会長、摩周湖農業協同組合川口覚組合長が出席。
ご夫婦には祝金3万円と祝品のデジタルフォトフレームを
贈呈したほか、若い夫婦の前途を祝しお祝いの言葉が贈ら
れました。窪内さんは「近年は天候の変動が大きく、農家戸
数の減少などの人手不足も起きている。自分たち若い世代
で頑張りたい」と話していました。

ご結婚おめでとうございます！

町農業後継者結婚祝金贈呈式を挙行

３月25日

若
い
夫
婦
の
前
途
を
祝
し
て

　ある日、根室の海で海

翔（かいと）はほくろの

あるカモメに出会った

…。宮城県気仙沼で大震

災にあった家族が根室

に移住し再出発をはた

した物語です。フィクシ

ョンですが不思議な魅

力と活力を感じさせる

作品です。

「
超
入
門
！
ニ
ッ
ポ
ン
の
ま
ち
の
し
く
み
」 
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た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

村中 李衣／作

☆ 「
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ
シ
ャ

ル
」開
催
！

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間（
４
月
23
日
か
ら
５

月
12
日
）に
合
わ
せ
て
、
絵
本
の
会
お
は
な

し
は
ら
っ
ぱ
主
催
に
よ
る
「
お
は
な
し
は

ら
っ
ぱ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

絵
本
読
み
の
ほ
か
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
や
工
作
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

 

▼
日
時
／
５
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日
㈯　
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時
〜
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▼
会
場
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館
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コ
ー
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ー
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大
型
連
休
中
の
休
館
の
お
知
ら
せ

▼ 

休
館
日
／
４
月
29
日
（
月
・
昭
和
の
日
）

〜
５
月
６
日
㈪

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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／
１
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㈬
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の
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２
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㈭
国
民
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休
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・
３
日
㈮
憲
法
記

念
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・
４
日
㈯
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り
の
日
・
５
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㈰
こ
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の
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・
６
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㈪
・
13
日
㈪
・
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日
㈪
・
24
日

㈮
図
書
整
理
日
・
27
日
㈪

いつか、太陽の船いつか、太陽の船

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

認定こども園ましゅう  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

Ａコース  運行日／５月16日㈭・30日㈭
　　　　　　　　　６月13日㈭・27日㈭

　  Ｂコース　運行日／５月９日㈭・23日㈭
　　　　　　　　　　  ６月６日㈭・20日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05
川湯の森病院 14:10～14:30

14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00美羅尾ヶ丘会館

☆
特
集
展
示「
星
に
願
い
を
」

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」

が
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
到
着
し
、

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
に
成
功
す
る
な
ど

世
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
宇
宙
や
星
に
関
連
し
た

図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
夜
空
を
ゆ
っ
く
り

眺
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼ 

期
間
／
５
月
７
日
㈫
〜
31
日
㈮

▼ 

展
示
場
所
／
展
示
コ
ー
ナ
ー

おはなしはらっぱ

☆11日／はらっぱスペシャル！（上記参照）
☆18日／『ぽかぽか』『ゆうたはともだち』
　　　　『 くんくんこれはどなたのわすれも

の？』
☆25日／『ころころ　まるりん』
　　　　『ゆうたとかぞく』
　　　　『ぼくのかえりみち』

※４日は祝日のためお休みします

テーマ『みんな、なかよし！』

☆お知らせ☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

９
日
㈭
・
23
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

17
日
㈮

時間／午後１時～　　場所／町図書館

　小泉裕さん（川湯
在住）から、消防災害
支援車が釧路北部消
防事務組合（組合長・
德永哲雄町長）に寄
贈され、その贈呈式
が４月３日、役場庁
舎前で行われまし

た。小泉さんは、川湯温泉の中心街で、「川湯パーク」を経営
しています。今年９月で営業に幕を下ろすこともあり、「こ
れまでにお世話になった町に役立てたい」との思いから車
両を寄贈しました。車両は、同事務組合で運用され、団員の
輸送や広報活動などの災害支援車として役立てられます。

消防活動に役立ててほしい

小泉裕さんから消防災害支援車が寄贈

４月５日

感
謝
状
を
手
に
寄
贈
さ
れ
た
小
泉
さ
ん（
左
）


